
令和6年度 ¬2月 自己評価 (教員用)の結果
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一

1 学校は、松山の授業モデルをもとI=、 分かる喜び、共に学ぷ喜びを実感てきる景業を行つている。  1

2学校は、アナログとデジタルそれぞれのよさを適切に生かした授業改善に取り組んている。     2

9学 校は、児童生徒の学力や体力の状況を把握し、それらの充実に向け計画的に指導を行つている。 3

4学校は、地域に根ざした教育を行い、郷土を大切に思う児童生徒の育成に努めている。      4

5学校は、人権 同和教育の視点に立ち、いしめや差別を許さない意識iや態度を育てている。     5

6学校は、生徒指導体制の見直しを行い、児童生徒の実態に応した適切な指導を行つている。    6

7学 校は、将来に夢をもち、自分の進路や生き方について考える児童生徒を育てている。      7

8学校は、けが等の防止について適切な指導を行うとともに、安全な環境づくりfi努めている。     8

9学校は、家庭と連携しながら環境衛生の維持 改善を行い、児童生徒の健康保持 増進に努めている。O

10学 校は、学校は、換気や手指衛生などの基本的な感染症対策を行つている。          10

11学校は、特別支援教育の視点をもつて取り組み、個に応した配慮や指導を適切に行つている。   11

12学校は、管理職や学年主任等を中心とした組織的な対応を行つている。            12

13学校は、分かるl受業づくりや、様々な教育課題への対応に向けて、積極的に研修に取り組んている。13

14学校は、教育活動の充実に向けて地域や保護者と連携・l猛力している。            14

15学校は、学校・学年だよりやホームページ、配信システム等により、積極的に情報を発信している。 15

16学校は、言語活動の充実及び展掲示の工夫等のI雲境整備に努めている。           ■6

17学校は、高浜小と連携し、生徒の学校生活に対する不安感の軽減を図つている。        17

18学校は、高浜小と連携して生徒への理解を促進し、系統性を重視した学習指導を行つている。   18
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○ 「あてはまる」が少なかつた項目は3つあつた。
1つ目は、項目¬「教育課程」である。「松山の授業モデル」を意識した授業展開、高浜型授業の「学習課題」「
5頑督焉砕牌 鍵諜 洋寧考撃遷酵髭割藤増塾ぁ時間の工夫、イ本カアップ計画の実施JCTへの
判躙揺名fが車術篤 T黎鋪    崩騨 π納 妍てが有効なのか、「コミュニケーション能力」や「課題

'析し、生徒たちが「自分らしい生き方」ができるよう導いていきたい。

O 昨年度低い評価だつた項目17,18「小中連携」は、大きく改善されてきた。小中連携研修会を複数回実施し
たことで共通理解や改善が図られたと感じる。



令和6年度 12月学校評価 (生徒用)の結果
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1進んで読害をしている。                ヽ

2授 業内容を理解てきている。               2

3家庭学習の習慣が身に付いている。          3

4生徒会 委員会 係の仕事に積極的に取り組んでいる。  4

5いしめや差別をしない態度が身に付いている。      5

6礼儀正しいあいさつができている。            6

7時間いつばい無言清掃に取り組んている。        7

81分間黙想が主体的にできている。           8

9学ぷ喜びを実感てきる授業を行つている。        9

10 1CT等 を効果的に活用して授業を行つている。      10

11学力や体力に合つた指導をしている。         11

12生徒の実態に応した適切な指導を行つている。     12

13個にあつた適切な進路指導を行つている。       13

14安全について指導を行い、安全な環境づくりに努めている。14

15生徒の健康保持、増進に努めている。         15

16換気などの基本的な感染症対策を行つている。     16

17個に応した配慮や指導を行つている。         17

18分かる授業づくりを行つている。            18

19地域や保護者と連携して行事に取り組んている。    19

20学校だよりやHPて積極的な情報発信をしている。    20

21言語活用の整備や展掲ふの充実等に努めている。   21

22小中連携して生徒理解に努めている。         22

Bあてはまる ・ ほ|」iあてはまる Bあまりあてはまらない

【考察(令和5年 との比較を含む)】

O 約半数の生徒が「あまりあてはまらない」「あてはま昆守ぞだィ詔軍農講望錦景晟翌誓早脅皇してぉり、「あ1つ 目は、項目3「家庭学習の習慣が身に付いてい

てはまる」と答えた生徒も倍増してはいるが、他の項目と比べるとまだ低い。全教職員で課題の確実な見届け

からしつかりと取り組んでいきたい。また、3年生が最も評価が低く、進路相談などを通してしつかりと将来を

見据え、自分に合つた学習方法を見つけられるよう助言していきたい。

0 2つ 目の低い項目は、項目刊「進んで読書している」である。昨年度よりも「あてはまる」「ほばあてはまる」の
割合は約10%減つており、残念な結果となっている。毎日朝読書を行つている1年生が若千よい結果となっ
ており、毎週水曜日は全学年朝読書にする、など定期的に読書の時間を確保することが有効だと考えられ

る。学校図書館支援員や図書委員会協力の下、好結果につなげていきたい。

O 「あてはまる」「ほばあてはまる」の割合が合わせて950/0を超えている項目の1つが、項目20「積極的な情
報発信をしている」である。教職員の学校評価でも同様の結果が出ており、情報発信量が増えていることを

生徒も感じており、引き続き生徒や保護者のニーズに沿つた情報発信をしたい。

0 95%を超えているもう1つの項目は、項目5『いじめや差別をしない」である。数値的には高い評価であり、
「あてはまらない」と答えた生徒が1人もいないことはたいへん喜ばしいことである。しかし、自分のその態度

がいじめや差別につながつているかもしれないと気付いていないということも考えられる。数値を過信すること

なく、引き続きいじめや差別を許さない態度を身に付けさせ、様々な人権問題の解決に主体的に取り組む生

徒を育てていきたい。
O

まれと答えているのに対し、3年生は63%であり、「鍵姦長豆玲塞襄
｀
摺蓄諏需景者空臭宅搭ぅこ瞥と:豪魏い、分かるように教えてほしい」という生徒からのSOS

の学習相談なども可能な限り検討していきたい。



令和 6年度 学校評価 (保護者用 :全校 )
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1 学習面での基礎・基本がおおむね身に付い
ている。

2 学校の授業や家庭での学習において、タブ
レットを活用できている。

3 学校から懇談会等でお子さんの学習の様子
が適切に伝えられている。

4 家庭学習をする習慣が身に付いている

5 いじめ・不登校の未然防止や解消に向けて
努力している。

6 家庭や地域で進んであいさつができる。

7 安心 して学校に通い、楽 しく学校生活が送
れている。

8 家庭で、将来の夢や生き方について話 し合
う機会がある。

9 学校は、安全な環境づくりや指導を行って
ヤ`る。
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10 「早寝・早起き 。朝食」等の基本的な生

活習慣を身に付けている。

「うがい 。手洗い」等の感染対策を身に

付けている。
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12 学校は、お子さんに央した支援や指導を
行つている。

13 学校は、家庭・地域、関係機関等と連携
して教育活動を充実させたり、子どもの健全…

14 学校だよりやホームページ等により、学
校の取組が積極的に情報発信されている。
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【ご意見と対応策】

<最近、学校や先生に聞きたいことが聞きにくく、分からないことが増えました。 >

気になることがあれば遠慮なくご相談ください。学級担任他、学年主任、生徒指導主事、教

頭などで対応 します。

<中学校生活も残りわずか。高中でしか味わえない今を大切にしてほしいです。>

私たちも同感です。小規模だからこそ学年を超えて交流したり、学級編成がなく持ち上がっ

たりと人間関係を深めることもできる環境にあります。生徒と教員相互に意見を出し合い、よ

り充実した学校生活になるよう努力してまいります。

<普通に授業を受けただけでは理解できにくい部分がありますので、より下層のフォローをいた

だける体制があればいいなと思います。>

テス ト前には自習室開放などの取組を行っています。教職員数の関係で複数教員での指導は

数学科と英語科に限られていますが、学年、教科を超えて質問などに応じますので、気軽に相

談できる体制を整えていきます。


